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国
際
コ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
を
開
催

▼
一
九
八
三
年
以
来
、
日
本
銀
行
は
、

金
融
研
究
所
に
お
い
て
国
内
外
の
著
名

な
経
済
学
者
や
中
央
銀
行
関
係
者
を

招
い
た
国
際
コ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
三
〇
回
目
を
迎
え
た

今
年
の
コ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
は
、「N

ew
 

C
hallenges for M

onetary P
olicy

」

（
金
融
政
策
の
新
た
な
課
題
）を
テ
ー
マ

と
し
て
、五
月
二
十
七
日
、二
十
八
日

に
開
催
し
ま
し
た
。

▼
植
田
和
男
総
裁
の
開
会
挨
拶
、国
際

決
済
銀
行
の
ア
グ
ス
テ
ィ
ン
・
カ
ル
ス

テ
ン
ス
総
支
配
人
に
よ
る
前
川
講
演

（
金
融
研
究
所
発
足
時〈
一
九
八
二
年
〉

の
前
川
春
雄
総
裁
の
名
を
冠
し
た
ス

ピ
ー
チ
）、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科

大
学
の
ア
タ
ナ
シ
オ
ス
・
オ
ル
フ
ァ
ニ

デ
ス
教
授
に
よ
る
基
調
講
演
、ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
連
邦
準
備
銀
行
の
ジ
ョ
ン
・

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
総
裁
と
氷
見
野
良
三
副

総
裁
に
よ
る
特
別
対
談
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
、四
つ
の
研
究
発
表
、金

融
政
策
と
経
済
の
不
確
実
性
・
グ
ロ
ー

バ
ル
経
済
に
関
す
る
パ
ネ
ル
討
論
が
行

わ
れ
、中
央
銀
行
が
直
面
す
る
金
融
政

策
の
新
た
な
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
議

論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

「FIN
/S

U
M

2
0

2
5

」に
お
い

て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催（
三
月
）

▼
決
済
機
構
局
で
は
、フ
ィ
ン
テ
ッ
ク

が
テ
ー
マ
の
国
内
最
大
規
模
の
イ
ベ
ン

ト
「FIN

/S
U

M
2025

」（
金
融
庁
・
日

本
経
済
新
聞
社
主
催
）に
お
い
て
、
独

自
企
画「
決
済
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
未
来
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
次
の
三
つ
の
企
画

に
、決
済
事
業
者
、金
融
機
関
、Ｉ
Ｔ
ベ

ン
ダ
ー
、大
学
な
ど
、三
〇
以
上
の
企

業
・
団
体
、二
五
〇
名
以
上
が
参
加
し
、

決
済
領
域
に
関
す
る
幅
広
い
テ
ー
マ
に

つ
い
て
活
発
に
議
論
し
ま
し
た
。

 

・
Ａ
Ｐ
Ｉ
に
関
す
る
デ
モ
：
ク
ラ
ウ
ド

上
の
実
験
環
境
「
Ａ
Ｐ
Ｉ
サ
ン
ド

ボ
ッ
ク
ス
」に
取
り
組
む
有
志
企
業

が
、Ａ
Ｐ
Ｉ
を
利
用
し
て
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
デ
モ
を
実
施
す
る
な

ど
、各
社
の
検
討
成
果
を
プ
レ
ゼ
ン
。

ま
た
、ア
プ
リ
の
実
機
に
触
る
体
験

コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
ま
し
た
。

「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
パ
ネ
ル（
第
九
回
）： 

店
頭
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
の 

市
場
改
革
か
ら
外
為
業
務
等
に

広
が
る
取
引
主
体
識
別
子 

（
Ｌ
Ｅ
Ｉ
）の
活
用
可
能
性
」を

開
催（
二
月
）

▼
決
済
機
構
局
で
は
、二
月
二
十
六
日

に
標
記
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
し
ま
し
た
。

▼
Ｌ
Ｅ
Ｉ（Legal E

ntity Identifier

）

は
、金
融
取
引
等
の
主
体
を
識
別
す
る

た
め
に
世
界
共
通
ル
ー
ル
の
も
と
で
付

さ
れ
る
識
別
子（
Ｉ
Ｄ
）で
あ
り
、そ
の

仕
様
は
国
際
標
準
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
７
４
４
２

シ
リ
ー
ズ
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
グ

ロ
ー
バ
ル
な
店
頭
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引

の
実
態
把
握
の
た
め
に
導
入
さ
れ
、日

本
の
取
引
報
告
で
も
昨
年
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。「
検
証
可
能
な
Ｌ
Ｅ
Ｉ
」（
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
７
４
４
２-

３
）は
、公
式
文
書

や
取
引
記
録
と
即
時
・
自
動
化
さ
れ
た

身
元
確
認
を
ひ
も
づ
け
る
デ
ジ
タ
ル
署

名
技
術
で
あ
り
、将
来
的
な
Ｌ
Ｅ
Ｉ
の

活
用
事
例
の
広
が
り
に
貢
献
す
る
と
期

待
さ
れ
ま
す
。

▼
当
日
は
、Ｌ
Ｅ
Ｉ
の
導
入
経
緯
、検

証
可
能
な
Ｌ
Ｅ
Ｉ
の
概
要
に
つ
い
て
解

説
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、Ｌ
Ｅ
Ｉ
に

金
融
当
局
・
中
央
運
営
機
関
・
付
番
機

関
・
企
業
の
立
場
で
関
与
す
る
専
門
家

の
方
々
と
、信
頼
さ
れ
る
Ｌ
Ｅ
Ｉ
体
系

の
構
築
や
、
決
済
・
債
券
発
行
・
貿
易
・

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
な
ど
多
様
な
活
用

領
域
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
形
式
で
議
論
し
ま
し
た
。

▼
決
済
機
構
局
で
は
、金
融
サ
ー
ビ
ス

分
野
の
国
際
標
準
化
を
検
討
す
る
国

際
標
準
化
機
構（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）・
金
融
サ
ー

ビ
ス
専
門
委
員
会（
Ｔ
Ｃ
68
）の
国
内
委

員
会
事
務
局
を
務
め
て
い
ま
す
。
金
融

サ
ー
ビ
ス
分
野
の
標
準
化
に
関
心
の
あ

る
方
は
、日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

活
動
内
容
や
取
り
組
み

を
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

開会挨拶を行う植田和男総裁　　　　 （撮影：野瀬勝一）
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・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
：
各
界

の
有
識
者
が
、デ
ジ
タ
ル
化
社
会
に

お
け
る
決
済
シ
ス
テ
ム
の
変
革
、望

ま
し
い
Ｕ
Ｉ
／
Ｕ
Ｘ（
注
）の
あ
り
方
、

各
業
界
に
お
け
る
取
組
内
容
な
ど
、

幅
広
い
テ
ー
マ
で
議
論
し
ま
し
た
。

 

・
ア
イ
デ
ア
ソ
ン
・
ハ
ッ
カ
ソ
ン
：
来
場

者
を
含
む
約
七
〇
名
が
、企
業
の
垣

根
を
超
え
て
八
つ
の
チ
ー
ム
を
組

成
し
、Ａ
Ｉ
・
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン

な
ど
新
た
な
技
術
を
意
識
し
た
ア

イ
デ
ア
を
整
理
し
て
、そ
の
成
果
を

会
場
で
プ
レ
ゼ
ン
し
、競
い
合
い
ま

し
た
。

▼
ま
た
、右
記
企
画
の
他
に
、本
行
職

員
の
リ
サ
ー
チ
の
取
り
組
み
を
紹
介
す

る
セ
ッ
シ
ョ
ン「C

B
-Tech

の
最
前
線
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
同
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、①
デ
ジ
タ
ル
化
と
わ
が
国
の
金
融
、

②
生
成
Ａ
Ｉ
が
労
働
市
場
に
与
え
る
影

響
へ
の
見
方
に
関
す
る
分
析
、③
金
融

分
野
に
お
け
る
耐
量
子
計
算
機
暗
号
へ

の
移
行
に
向
け
た
検
討
動
向
、と
い
っ

た
テ
ー
マ
で
、金
融
機
構
局
、金
融
研

究
所
の
職
員
が
プ
レ
ゼ
ン
す
る
と
と
も

に
、決
済
機
構
局
の
職
員
も
交
え
て
議

論
し
ま
し
た
。

▼
決
済
機
構
局
で
は
、民
間
事
業
者
な

ど
の
前
向
き
な
取
り
組
み
を
促
す「
触

媒
」の
機
能
を
果
た
し
な
が
ら
、「
決
済

エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
未
来
」の
た
め
に
貢

献
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

（
注
）U

ser Interface/U
ser E

xperience

の
略
。

顧
客
接
点
／
顧
客
体
験
を
表
す
。

金
融
高
度
化
セ
ン
タ
ー 

設
立
二
〇
周
年
記
念 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

▼
金
融
機
構
局
金
融
高
度
化
セ
ン
タ
ー

は
、
本
年
七
月
に
設
立
二
〇
周
年
を

迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
、
一
月

三
十
一
日
に
日
本
銀
行
本
店
に
お
い

て
、「
デ
ジ
タ
ル
化
と
わ
が
国
の
金
融

の
未
来
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た（
オ
ン
ラ

イ
ン
・
ラ
イ
ブ
配
信
も
併
用
）。

▼
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
普
及
は
、金
融
機

関
に
と
っ
て
、業
務
効
率
化
や
新
た
な

金
融
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
機
会
と
な
る
と

同
時
に
、新
た
な
リ
ス
ク
の
源
泉
に
も

な
り
ま
す
。
金
融
機
関
は
、こ
れ
ま
で

も
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
デ
ジ
タ

ル
・
チ
ャ
ネ
ル
や
、ク
ラ
ウ
ド
、分
散
型

台
帳
技
術
な
ど
を
利
用
し
て
、業
務
の

効
率
化
や
、提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
高

付
加
価
値
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
足

も
と
で
は
、生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
拡
大
な

ど
に
よ
り
、こ
う
し
た
流
れ
が
加
速
し

て
い
る
よ
う
に
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
同

年
度
よ
り
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト「
日
銀

グ
ラ
ン
プ
リ
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
第
二
一
回
目
の
開
催
と
な
る
今
年
度

の
テ
ー
マ
は「
わ
が
国
の
金
融
・
経
済

へ
の
提
言
、日
銀
へ
の
提
案
」で
す
。
成

長
型
経
済
へ
の
移
行
を
確
実
な
も
の
に

す
る
た
め
の
提
言
や
、日
本
銀
行
の
政

策
や
業
務
を
よ
り
効
果
的
に
行
う
た
め

の
提
案
な
ど
、現
状
を
的
確
に
評
価
し
、

未
来
に
向
け
た
学
生
ら
し
い
提
言
・
提

案
を
小
論
文
に
ま
と
め
、ご
応
募
く
だ

さ
い
。

▼
な
お
、募
集
要
項
や
過
去
の
決
勝
大

会
の
模
様
な
ど
は
、日
本
銀
行
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

時
に
、金
融
機
関
は
、サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
な
ど
新
し
い
技
術
が
も
た
ら
す

リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
、十
分
に
認
識
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
こ
の
よ
う
な
環
境
認
識
の
下
、今
回

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
金
融
・
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
学
術
の
各
界
の
第
一
人

者
の
方
々
に
多
数
ご
登
壇
い
た
だ
き
、

デ
ジ
タ
ル
化
と
わ
が
国
の
金
融
の
未
来

に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

▼
当
日
の
議
論
の
要
旨
や
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
等
は
、
日
本
銀
行

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
第
二
一
回
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ
」

小
論
文
募
集
中

▼
日
本
銀
行
で
は
、

大
学
生
の
皆
さ
ん
が

金
融
・
経
済
に
関
心
を

持
ち
、
わ
が
国
の
金

融
・
経
済
の
現
状
と
将

来
に
つ
い
て
、
自
分

た
ち
の
問
題
と
し
て

考
え
て
も
ら
う
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
の

思
い
か
ら
、二
〇
〇
五
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いるものではありません。日本銀行の政策・業務運営に関する公式
見解等については、日本銀行ホームページ（https://www.boj.or.jp）
をご覧ください。

［アンケート募集中］
「にちぎん」に関するご意見・ご感想は、アンケ
ートよりお寄せください。日本銀行のホーム
ページからインターネットでもアンケートにご
回答いただけます。

■ 近年は河村選手、八村選手、渡邊選手とＮＢＡで活躍

する日本人選手のニュースを見る機会が増えましたが、わ

ずか20年ほど前までは、日本人がNBAの舞台でプレーす

ることは夢物語と思われていました。今回のインタビュー

では、その壁に果敢に挑戦し、日本人初のＮＢＡプレーヤー

として扉を開いた田臥勇太選手にお話を伺いました。

■ 田臥選手ご自身のたゆまぬ努力と強い意志はもちろん

のこと、さまざまな方との出会いがNBAへの道を拓
ひ ら

いていっ

たこと、そして現在所属する宇都宮ブレックスや日本バス

ケ界への思いを率直に語っていただきました。

■ その宇都宮ブレックスは、シーズン中にケビンヘッドコー

チが急逝する中、悲しみを乗り越え3度目のＢリーグ優勝

を飾りました。チャンピオントロフィーを掲げた田臥選手は

はじけるような笑顔！ 琉球ゴールデンキングスとの決勝は

最後の1秒まで勝負の行方が分からない激闘で、バスケの

魅力がギュッと詰まっていました。

■ そんな名勝負でも、ニュースでの優先度は野球やサッカー

にはまだ及ばないようです。それでも、こうした素晴らしい

プレーや勝負を続けていくことで、バスケが日本の文化の

一つになる日が必ず来ることを確信させてくれるシーズン

の終わりでした。                                            （小牧）

「
日
銀
春
休
み
親
子
見
学
会
」を

開
催

▼
「
日
銀
っ
て
何
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
？
」「
日
銀
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
」、

そ
の
よ
う
な
お
子
さ
ま
の
好
奇
心
に
応

え
る
た
め
、お
子
さ
ま
に
楽
し
く
学
ん

で
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト「
親
子
見
学
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
本
店
で
は
、
三
月
二
十
七
日
、

二
十
八
日
に
、
小
学
四
年
生
～
中
学

生
お
よ
び
そ
の
保
護
者
の
方
を
対
象

と
し
た
「
日
銀
春
休
み
親
子
見
学
会

二
〇
二
五
」を
開
催
し
ま
し
た
。

▼
見
学
会
で
は
、本
館
見
学
や
お
札
に

関
す
る
体
験
学
習
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は「
親
子
で
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
充
実
し
て
い
て
楽
し
か
っ
た
」な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
次
回
の
開
催
は
、夏
休
み
期
間
中
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
過
去
の
親
子
見
学
会
の
模
様
は
、日

本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国の重要文化財に指定されている本館を見学

お札に隠された偽造防止技術「マイクロ文字」や「すかし」は
見つかりましたか？
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